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５
月
臨
時
議
会
が
閉
会
！ 

 
 
 
 
 

５
月
２
８
日
未
明
ま
で
ず
れ
こ
む 

 

５
月
２
７
日
に
閉
会
予
定
の
５
月
臨
時
議
会
が
、
「
与
党
会
派
」
に

よ
る
正
・
副
議
長
等
の
選
出
の
調
整
に
時
間
が
か
か
り
、
議
会
日
程
を

延
長
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 
結
果
、
正
・
副
議
長
は
、
自
民
が
独
占
。
さ
ら
に
、
各
常
任
委
員

会
、
特
別
委
員
会
の
正
・
副
委
員
長
は
す
べ
て
、
「
与
党
会
派
」
で
独

占
で
す
。 

 

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
と
原
発
に
係
る
補
正
予
算
審
議
が
深
夜
に
な

る
等
、
全
く
府
民
に
説
明
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
５
月
２
８
日
の
午

前
３
時
ま
で
か
か
り
ま
し
た
。 

 

「
開
か
れ
た
議
会
」
と
す
る
た
め
引
き
続
き
全
力
を
尽
く
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

補
正
予
算
の
内
容
に
対
し
て 

東
日
本
大
震
災
緊
急
融
資
制
度
：
据
置
期
間
の
２
年
を
さ
ら
に
延
長
す

る
こ
と
、
利
率
１
．
８
％
を
低
率
に
見
直
す
こ
と
や
利
子
補
給
、
運
用

に
際
し
保
証
協
会
が
、
要
望
に
沿
っ
た
判
断
を
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。 

緊
急
雇
用
対
策
事
業
：
被
災
さ
れ
た
方
の
正
規
雇
用
や
深
刻
と
な
る
雇

用
状
況
の
改
善
に
向
け
た
特
別
の
努
力
。 

京
都
に
避
難
し
て
こ
ら
れ

て
い
る
避
難
者
の
方
へ
の
訪
問
を
は
じ
め
と
し
た
丁
寧
な
支
援
を
求
め

ま
し
た
。 

 
 

防
災
計
画
の
暫
定
的
見
直
し
に
つ
い
て 

 

福
井
県
の
原
発
群
に
つ
い
て
、
運
転
再
開
の
中
止
、
原
発
周
辺
の
断
層

評
価
の
再
検
討
、
耐
震
安
全
性
や
津
波
対
策
の
抜
本
的
見
直
し
、
老
朽

原
発
の
計
画
的
な
廃
止
、
も
ん
じ
ゅ
再
開
と
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
の
中

止
を
求
め
ま
し
た
。 

防
災
計
画
は
、
京
都
府
域
全
体
を
防
災
計
画
の
対
象
と
し
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
ポ
ス
ト
を
全
域
に
設
置
す
る
こ
と
、
Ｅ
Ｐ
Ｚ
・
緊
急
時
計
画
区
域

を
拡
大
す
る
際
、
国
に
よ
る
財
源
保
障
と
府
と
し
て
責
任
を
持
っ
て
整

備
す
る
こ
と
、
琵
琶
湖
や
由
良
川
の
汚
染
対
策
等
を
想
定
す
る
こ
と
、

住
民
や
市
町
村
の
意
見
を
十
分
に
反
映
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
し

た
。 

京
都
市
消
防
団
総
合
査
閲
・
６
月
５
日 

仁和分団激励会・５月２８日 

京都市消防団総合査閲で上京消防団

仁和分団が、日ごろの成果が十分に

発揮され、京都府消防協会長優秀竿

頭綬表彰を受賞。 

参加されていた団員、応援に来られ

たみなさん、ご苦労様でした。 

要
求
実
現 

下
水
道
の
上
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
割
れ
て
地
面
が

凹
凸
で
足
を
取
ら
れ
、
こ
け
て
け
が
を
し
た
人
が
い
る
と
い
う

相
談
を
受
け
、
京
都
市
下
水
道
局
と
相
談
し
、
対
策
を
講
じ
て

も
ら
い
ま
し
た
。 新

た
に
側
溝
も
設
置
さ

れ
ま
し
た 


